
部は､アセチルコリンエステラーゼの酵素組織化

学にも使用した｡

副腎 :髄質内にチロシン水酸化酵素免疫反応陽

性細胞およびセロトニン免疫反応陽性細胞を認め

た｡副腎髄質細胞の大多数がチロシン水酸化酵素

免疫活性に陽性を示した｡この一部にセロトニン

免疫活性陽性を示す細胞が存在した｡またこれら

髄質細胞 (クロム親性細胞)と形態学的に異なる

細胞 (神経節細胞)にアセチルコリンエステラー

ゼ陽性反応が認められた.アセチルコリンエステ

ラーゼ陽性線維が髄質内のみならず皮質において

も認められた｡

網膜 :無軸索細胞 (アマタリン細胞)の形態を

示すチロシン水酸化酵素免疫陽性細胞が､内接粒

屑の虫内層に認められた｡これら細胞から出た突

起は､内斑粒層内に広く分布していた.一方網膜

内にはセロトニン免疫陽性構造は認められなかっ

た｡

涙腺 :アセチルコリンエステラーゼ陽性線維が

涙腺の腺房､導管の周囲に認められた｡また一部

は血管の周巨削こも存在した｡しかしながら今回使

用したペプチド(P物質､vasoactiveintestinal

polypeptideVIP)､アミン (セロトニン)の抗血
酒と反応する構造物は認められなかった｡

サル頬の噴合の正常と異常に関する生体力学的研

究 (ヒトの形態特性との比較による)

前田忠昭･尾上祐悦 (兵庫医大 ･口外)

堤 定美 (京大･医高研)

我々は､ヒトの乾燥頭蓋骨を上下顎校合状態で

大後頭孔を用いて固定し､攻合力に相応する外力

をオトガイ正中部から加えた状態での顎顔面骨に

発生する骨表面盃を計測してきた｡この結果から

顎顔面骨には､機能的特性と形態的特性が存在し

ていることが明らかになった｡

これらは､動物の進化の過程で､退伝的要因と､

環境的要因 (食生活や文化の変化)によって獲得

されてきたものであり､今回行なったサル槙の顎

骨における実験の成果は､ヒトとの比較により､

顎骨の形態変化における進化の要因を知る上で､

重要な資料となったo

実験には､3頭のColobusbadius(以下cbと

略す)乾燥頭蓋骨を用いて､･上記した実験と同様

に､大後頭孔を用いて固定し17か所に3軸ロゼッ

トゲージを接着LJオトガイ正中部より2kgの
荷重をかけ､各部位の歪量を測定し､主盃および

歪の方向を算出し､これらの結果をパーソナルコ

ンピューターを用いてグラフィック表示した｡

ヒト頭蓋骨においては､頬骨弓における盃が最

大値を示し､臼後三角部における盃が最小値であっ

た｡又､上中顔面における歪の方向は､矢状面に

対し約45度傾斜した方向にみられ､下顎骨におい

ては､歪は上中顔面に比較して小さいもので､そ

の方向は､下顎頭に向った方向にみられた｡

cbにおいては､下顎骨の歪に対する上中顔面

の歪の値が大きいことは3頭ともに共通していた

が､これはヒト頭蓋骨に比べ､cbの頭蓋骨では

中下顔面が前方に突出している為､オトガイ部よ

りの荷重が､顔面前方部に大きく現われているも

のと思われる｡

これらの実験は､ゲージ接着部位のみでの変形

測定であった為､現在顔面骨全体像の変形をとら

える為にレーザーホログラフィーを用いた計&rJを

行なっている｡

これら2つの実験結果をあわせることにより､

より適確な形態特性を把揺することができると思

われる｡

ニホンザルのスギ花粉症に関する研究

桟田 明 (名古屋市立東市民病院)

金井塚務 (日本モンキーセンター･宮島研)

前年度に引き続き､全国各地の野生および飼育

下のニホンザル群についてスギ花粉症の自然感作･

発症個体の調査を実施した｡

北海道と沖縄を除く､56ヶ所 (本州40､四国7､

九州9)の餌付野生群および動物園飼育下のニホ

ンザルについて､スギ花粉飛散時期 (2-4月)

の眼･鼻のアレルギー所見を指槙として､自然発

症個体の有無を､アンケート調査によって､ある

いは我々が直接観察して調べた.さらに捕迩可能

な群については､麻酔下に､スギ花粉エキス (1:
1000)を用いたアレルギー皮内反応誘発テストに

よる臨床判定を行った｡同時に､採血試料につい

てRAST法を用いて､血清中のスギ持崩的IgE

抗体価を測定した｡

餌付野生群では､宮島群に加えKIN､SUB､
IWA､TSUおよびCHOの5群で､動物園では､

INOおよびRITの2群でスギ花粉飛散時期に涙
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